
市民満足度アンケートの実施について 

 
１ 目的 

 第６次大野城市総合計画後期基本計画における施策の策定のために、現在の
市の施策に対する市⺠評価（満⾜度）と今後の市⺠意向（重要度・優先度）を把
握するもの。また、前期基本計画策定時からの市⺠評価（満⾜度）と市⺠意向（重
要度）の変化を見るとともに、施策の優先順位を図るための資料とするもの。 
 
２ 調査対象者 

（１）調査対象：16 歳以上の市⺠（コミュニティごとに無作為抽出） 
（２）調査件数：6,000 件 
※４つの政策分野（地域づくり・⾃治体経営、⼦育て・教育、健康⻑寿・福祉、
都市環境・安全安心）ごとに 1,500 件 
 
３ 実施時期 

３月 20 日（月）から３月 31 日（金） 
 
４ アンケート項目 

（１）市の取組に対する満足度・重要度・優先度 

 取組ごとに設問項目を設定し、満⾜度・重要度・優先度を５段階（高い・やや
高い・普通・やや低い・低い）で評価。 
（２）回答者の基本情報  

 性別・年齢・職業・世帯構成・居住地・居住年数・愛郷心・居住意向・人口減
少及び財政縮小時行政サービスのあり方  
（３）防災に関する質問 

 災害に対する日頃の備えや災害発生時の避難行動についての質問。 
 
５ アンケート構成  
（１）A 票：地域づくり・⾃治体経営 合計 53 問 
（２）B 票：⼦育て・教育 合計 31 問 
（３）C 票：健康⻑寿・福祉分野 合計 21 問 
（４）D 票：都市環境・安全安心 合計 47 問 
（５）共通項目：回答者属性（９問）、防災に関する質問（10 問） 
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